
領域 8 倫理的法的側面 

8-6 在宅医療における鎮静 
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【鎮静を始める際のチェックポイント】 

□疼痛緩和が適切に行われていないために患者が苦痛から鎮静を希望していない

か？ 

  1. 麻薬の持続皮下注射や硬膜外ブロック等を試みたか？ 

  2. 自分の能力に限界があるときに専門医に相談したか？ 

□本人の希望か？ 

  患者ではなく家族の要請に従って鎮静をしようとしていないか？ 

□関係するスタッフとの話合は行ったか？ 

□患者の苦痛を引き起こしている心理的、スピリチュアルな、社会的側面の評価が不

十分ではないか？  

□患者・家族へのケア（説明を含めて）が不十分ではないか？ 

□効果を得られる必要最小量を決めるための段階的増量をせずに急いで増量して

いないか？ 

□表面上は症状を緩和するためとしながら暗に死を早めることを意図して深い鎮静 

を行っていないか？（これは安楽死であり適切ではない） 

 


